
ちょうどいいから 住みやすい！

2025(令和７)年７月４日号 No.2084

と
じ
穴
を
開
け
る
際
の
中
心
で
す
→

７/20 日

３３  沼谷市長のコラムスタート！沼谷市長のコラムスタート！
４ 秋田市功労者４ 秋田市功労者
５ 市からのお知らせ５ 市からのお知らせ

９ 後期高齢者医療９ 後期高齢者医療
1616 夏休みイベント 夏休みイベント
1818 戦後80年平和祈念行事 戦後80年平和祈念行事

秋田市指定無形民俗文化財　新屋の鹿嶋祭(６月８日)秋田市指定無形民俗文化財　新屋の鹿嶋祭(６月８日)

参議院議員選挙
投票日！

シ
ョ
ッ

シ
ョ
ッ
シ
ョ
ッ

シ
ョ
ッ
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ョ
ー

シ
ョ
ー
！！



広報あきた　2025年７月４日号３

田
市
長
に
就
任
し
、
早
い
も

の
で
あ
っ
と
い
う
間
に
３
カ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
就
任
後
は
、
市

内
各
地
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
お
邪

魔
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
会

議
や
式
典
に
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
市
役
所
内
で
の
打
ち
合
わ
せ
や

会
議
な
ど
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
日
々
の
中
で
、
み
な
さ
ま

か
ら
よ
く
ご
質
問
を
い
た
だ
く
の

は
、｢

市
長
に
な
っ
て
何
が
変
わ
り
ま

し
た
か
？｣

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

確
か
に
県
議
会
議
員
で
あ
っ
た
頃

と
は
、
仕
事
の
中
身
は
大
き
く
変
わ

り
、
時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
は
あ

り
ま
す
が
、
元
々
が
仕
事
人
間 

？ 

な

の
で
あ
ま
り
そ
れ
を
苦
に
す
る
こ
と

も
な
く
、
む
し
ろ
大
き
な
や
り
が
い

を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
一
つ
だ
け
、

市
長
就
任
前
後
で
大

き
く
変
わ
っ
た
の
は

｢

朝
の
あ
い
さ
つ｣

で

し
ょ
う
か
。

　

就
任
後
、
朝
の
登
庁
時
に
は

必
ず
１
階
の
正
面
玄
関
か
ら
入
り
、

職
員
や
市
役
所
に
と
っ
て
お
客
さ
ま

で
あ
る
市
民
の
か
た
が
た
に
、｢

お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す｣

と
ご
あ
い
さ

つ
を
し
な
が
ら
市
長
室
に
行
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
内
の
各
フ

ロ
ア
を
ま
わ
り
ご
あ
い
さ
つ
を
し
な

が
ら
、
困
っ
て
い
る
か
た
や
お
待
ち

に
な
っ
て
い
る
か
た
が
い
な
い
か
、

職
員
が
明
る
く
仕
事
が
で
き
て
い
る

か
、
な
ど
を
見
て
ま
わ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
逆
に
職
員
か
ら

も
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
も
な
り
、
朝
の
あ
い
さ
つ
と

会
話
の
量
が
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
最

も
多
く
、
充
実
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

朝
に
限
ら
ず
、
も
し
市
役
所
内
で

テ
ク
テ
ク
歩
い
て
い
る
私
を
見
か
け

た
ら
、
ど
な
た
で
も
遠
慮
な
く
お
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

秋

＊市長コラムは、広報あきた第１金曜号に掲載します。

沼谷 純

万博から竿燈の魅力を世界にアピール !

● 

市
長
コ
ラ
ム

あなたと一緒に秋田市長です

　

６
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
大
阪

･

関
西
万
博
会
場
で｢

東
北
四
季
の
彩

り
＆
東
北
絆
ま
つ
り｣

が
行
わ
れ
ま
し

た
。｢

東
北
六
魂
祭｣

の
後
継
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
平
成
29
年
に
始
ま
っ
た｢

東

北
絆
ま
つ
り｣

。
今
年
は
ス
ペ
シ
ャ
ル

バ
ー
ジ
ョ
ン
で
の
開
催
と
な
り
、
万

博
会
場
で
東
北
の
お
祭
り
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

竿
燈
の
演
技
は
海
風
の
影
響
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
力
強
さ
に
、
世

界
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
観
衆
か
ら
盛

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

どっこいしょー

　どっこいしょ

８本の竿燈が観客を魅了

万
博
は

10
月
13
日
(月)
ま
で

　
　  

開
催
中
！

風
を
制
し
て
！あなたと一緒に

秋田市長です

２

■秋田市の市外局番は｢０１８｣です　
■記載情報は、原則秋田市民が対象です
■催しなどは、中止･変更になる場合があります
SC＝サービスセンター
コミセン＝コミュニティセンター

広報あきた
記事内容
ガイド

秋
田
市
の
人
口

＊令和２年国勢調査の結果を
反映した数値です。

 【人口】293,448人(-260)
　男▶138,619人(-118)　
　女▶154,829人(-142)
■５月の人口増減の内訳
 出生▶113人 死亡▶352人 
 転入▶436人 転出▶457人

( )

内
は
前
月
比

〈１年前の人口▶297,045人〉

【世帯数】138,846(-52)

２
０
２
５(

令
和
７)

年
６
月
１
日
現
在

ABS
｢あなたと一緒に 秋田市長です｣

７/20 11:40～11:55

広報広聴課
☎(888)5471

市公式ユーチューブ
チャンネルでもテレ
ビ番組随時配信中！

〈手話通訳放送〉

ラジオ番組

ABS｢こんにちは秋田市から｣

AAB｢いきいき秋田市から｣

AKT｢こんばんは秋田市から｣ 　 

11:25～ 　土 11:55～日

15:45～　木 15:45～金

22:54～水

10:25～火

日

テ
ー
マ
災害に強い
まちづくりの推進

エフエム秋田｢秋田市マンデー555｣
月 17:55～

ABS｢秋田市今週のいちネタ｣

テレビ５分番組

テレビ15分番組

広報あきた　
７月４日号

1951(昭和26)年創刊

No.2084

YouTube

７月の出来事
1970(昭和45)年＝四ツ小屋でタ
テ穴住居跡５つ発見／1974(昭
和49)年＝全国初！ 贈答用バス回
数券を発売／1982(昭和57)年＝
｢仁別レジャーランド｣オープン

あ･き･た･し 
ルックバック♪

昔の話題を
昔の広報から
ピックアップ

問＝問い合わせ

ID＝市ホームページで検索入力する広報ID番号

申＝申し込み
ｅ
メール＝eメールアドレス HP＝ホームページ

業種▶情報サービス業
(ソフトウェア業)

所在地▶秋田市
事業開始時期▶来年４月
従業員▶操業時６人(将来26人)

６月４日に行われた立地協定締結
式。中央が㈱エス･イー･プロジェ
クトの鈴木智行代表取締役会長、
両端は鈴木知事と沼谷市長

株式会社
エス･イー･プロジェクト

問企業立地雇用課
☎(888)5733

(本社：東京都)
千秋公園大手門の堀

ライトアップ▶秋田観光コン
ベンション協会☎(824)1211
蓮まつり▶秋田商工会議所

☎(866)6676

７/11金  ▶８/31日  日程▶

時間は19:00～22:00。
ただし、８/２(土)から
６(水)までは22:30まで。

会場▶

▶ロータスカフェ
▶蓮の花フォトコンテスト
▶蓮の花キャンドルナイト 

(８/16(土)･17(日))
など

★期間中
同時開催★

遊歩道から
ハスを楽しも

う！

問

 ６月８日に行われた新屋の鹿嶋祭。各町内ごと手作りの鹿嶋船が、
｢ショッ、ショッ、ショー！｣の歌声とともにまちを練り歩く伝統行事です。厄払いなどの
願いを込めた船がにぎやかに行き交う様子は、新屋の初夏の風物詩ですね♪

表紙のはなし

蓮まつり



◆
市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

　

７
月
末
が
納
期
＝
固
定
資
産
税
第
２

期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

　

問
納
税
課
☎(

８
８
８)

５
４
８
３

問
国
保
年
金
課
☎(

８
８
８)

５
６
３
５

　

築
山
小
学
校
と
中
通
小
学
校
が
統
合

し
、
令
和
12
年
４
月
に
開
校
す
る
予
定

の
新
し
い
小
学
校
名
を
募
集
し
ま
す
。

　

校
舎
は
秋
田
南
中
学
校
の
改
築
に
合

わ
せ
て
建
設
し
、
小･

中
併
設
校
と
し
て

開
校
す
る
予
定
で
す
。

応
募
資
格(

次
の
い
ず
れ
か)

▼

築
山
小
、
中
通
小
に
通
学
し
て
い
る
児
童

と
そ
の
保
護
者

▼

同
校
卒
業
生
や
元
職
員
な
ど
、

ゆ
か
り
の
あ
る
か
た

▼

築
山
小･

中
通
小
学
区
に

お
住
ま
い
の
か
た

申
学
校
適
正
配
置
推
進
室(

市
役
所
５

階)

、
中
央
市
民
Ｓ
Ｃ(

市
役
所
３
階)

、

楢
山
地
区
コ
ミ
セ
ン
、
に
ぎ
わ
い
交
流

館
に
あ
る
応
募
用
紙
か
右
記
コ
ー
ド
か

ら
、
８
月
29
日
(金)
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

ID
１
０
４
６
８
１
０

問
学
校
適
正
配
置
推
進
室

☎(

８
８
８)

５
８
１
２

　

町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

子
ど
も
会
、
職
場
、
学
校
、
個
人
な
ど

を
対
象
に
、
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
応
募

者
す
べ
て
の
花
だ
ん
を
巡
回
し
、
優
秀

な
花
だ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

申
秋
田
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
事
務
局

(

市
役
所
２
階)

に
あ
る
申
込
書
で
、
７
月

22
日
(火)
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

ID
１
０
０
４
２
９
２

問
同
会
事
務
局
☎(

８
８
８)

５
６
５
３

　

夏
休
み
期
間
は
子
ど
も

が
日
中
も
外
で
遊
ぶ
機
会
が
増

え
、
事
故
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

運
転
中
は
急
な
飛
び
出
し
な
ど
に
注
意

し
、
信
号
の
な
い
横
断
歩
道
で
は
、
徐

行
と｢

歩
行
者
フ
ァ
ー
ス
ト｣

を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夏
休
み
前
に
家
庭
で

も
交
通
ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

☆
７
月
は｢

シ
ー
ト
ベ
ル
ト･

チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
運
動
強
調
期
間｣

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
万
が
一
の

事
故
の
際
に
、
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。
命
を
守
る
た
め
、
必
ず
す
べ

て
の
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
体
格

に
あ
っ
た
製
品
を
選
び
、
正
し
く
取
り

付
け
ま
し
ょ
う
。

問
交
通
政
策
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
６

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
立
ち
直
り
支

援
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
安
全
で
安

心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
運
動
で

す
。
こ
の
機
会
に
犯
罪
の
な
い
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

支
援
の
輪
に
加
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

活
動
内
容
や
協
力
団
体
な
ど
、
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP h
ttp
s://akita-ko

u
seih
ogo.co

m
/

問
福
祉
総
務
課
地
域
福
祉
推
進
室

☎(

８
８
８)

５
６
６
１

☆
立
ち
直
り
を
支
援
す
る｢

保
護
司｣

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り

を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
専
門

的
な
知
識
を
持
つ
保
護
観
察
官
と
と
も

に
、
更
生
に
向
け
た
指
導
や
犯
罪
を
予

防
す
る
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常

勤
の
国
家
公
務
員
で
、
給
与
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
秋
田
保
護
観
察
所☎(

８
６
２)

３
９
０
３

　

市
立
秋
田
総
合
病
院
が
、｢

紹
介
受
診

重
点
医
療
機
関｣

に
な
り
ま
し
た
。
初
診

で
受
診
す
る
際
は
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら

の
紹
介
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
紹
介
状

を
持
た
ず
に
受
診
す
る
場
合
、
診
療
費
と

は
別
に
次
の
料
金
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

初
診
時
▼

医
科
７
千
700
円
、
歯
科
５
千
500
円

再
診
時
▼

医
科
３
千
300
円
、
歯
科
２
千
90
円

　

詳
し
く
は
、
下
記
コ
ー
ド
を

読
み
込
ん
で
市
立
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
医
事
課
☎
０
５
７
０-

０
１-

４
１
７
１

５ 広報あきた　2025年７月４日号

築
山
小
、
中
通
小
の

統
合
後
の
校
名
を
募
集

７
月
11
日
(金)
▼

20
日
(日)

夏
の
交
通
安
全
運
動

市
立
病
院
初
診
の
際
は

か
か
り
つ
け
医
の
紹
介
状
を

　秋田市議会６月定例会で正副議長の選
挙が行われ、次のとおり決まりました。

当選回数４回。厚生委員
会委員長などを歴任。
53歳

当選回数５回。建設委員
会委員長などを歴任。
64歳

川
か わ ぐ ち

口雅
ま さ た け

丈 議長

伊
い

藤
と う

巧
こ う い ち

一 副議長

新しい議長&副議長が決定！

緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
に

ご
応
募
く
だ
さ
い

応募フォーム

市立病院HP

暮らしのガイド 市 お 知 ら せ
か
ら
の

７
月
は
強
調
月
間
！

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

４

一
般
表
彰 (

敬
称
略)

＊
か
っ
こ
内
は
住
所
で
、
民

生
委
員･

児
童
委
員
は
担

当
地
区
名
で
す
。
◎
印

は
、
複
数
の
分
野
で
受
彰

さ
れ
て
い
る
か
た
で
す
。

　

市
で
は
、
明
治
22
年
の
秋
田
市
役
所
開
庁
日
に
ち
な

ん
で
、
昭
和
３
年
、
７
月
12
日
を｢
市
の
記
念
日｣

に
制
定

し
ま
し
た
。
毎
年
こ
れ
に
合
わ
せ
、
市
勢
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
か
た
が
た
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
被
表

彰
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

表
彰
式
は
、
７
月
11
日
(金)
午
前
10
時
30
分
か
ら
ミ
ル

ハ
ス
で
行
う
市
の
記
念
日
式
典
で
行
い
ま
す
。 

交
通
指
導
隊
員
▼

石
川
悦
朗(

旭
川)

　

地
区
交
通
安
全
協
会
役
員
▼

小
澤
金
治(

土
崎

港)

、
石
川
和
雄(

土
崎
港)

町
内
会
長
▼

鈴
木
基
弘(

千
秋)

、
髙
橋
宗
悟

(

千
秋)

、
中
嶋
辰
治(

中
通)

、
進
藤
光
正

(

楢
山)

、
佐
藤
康
夫(

保
戸
野)

、
岡
田
純
吉

(

保
戸
野)

、
小
川
潤
悦(

保
戸
野)

、
藤
田 

寛

(

旭
北)

、
鷲
谷
安
幸(

保
戸
野)

、
齊
藤
勝
美

(

川
元)

、
佐
藤
昭
弘(

川
尻)

、
安
宅
良
一(

川

尻)

、
髙
橋
信
好(

牛
島)

、
坪
井
康
雄(

広

面)

、
佐
々
木
卓
郎(

柳
田)

、
藤
井
俊
弥(

土

崎
港)

、
伊
藤
武
司(

新
屋)

、
高
橋
眞
人(

新

屋)

、
小
熊
正
英(

将
軍
野)

、
佐
藤
忠
昭(

太

平)

、
藤
𠩤
孝
春(

下
新
城)

、
髙
𣘺
敏
雄(

仁

井
田)

、
植
村
和
夫(

御
野
場)

、
鈴
木
貞
典

(

河
辺)

、
佐
藤
廣
重(

河
辺)

、
池
田
幹
博(

雄

和)
、
皆
川 

公(

雄
和)

、
竹
内 

繁(

泉)
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
▼

時
田 

博(

泉)

民
生
委
員･
児
童
委
員
▼

伊
藤
喜
信(

旭
北)

、

柏
谷 

稔(

保
戸
野)
、
野
呂
雅
子(

八
橋)

、

成
田
善
明(

外
旭
川)
、
大
嶋
博
隆(

旭
川)

、

髙
橋
金
好(

新
屋)

、
保
坂
慶
正(

飯
島)

、
永

田
愼
一(

上
新
城)

、
鶴
田
一
成(
河
辺)

、
鈴

木
一
枝(

雄
和)

、
石
井
榮
美(
雄
和)
、
髙
橋

一
行(

新
屋
勝
平)

、
鎌
田
祐
子(

外
旭
川)

、

古
里
惠
津
子(

金
足)

、
堀
井
田
鶴
子(
新
屋

勝
平)

、
伊
藤
裕
子(

飯
島)

、
佐
藤
正
博(
上

新
城)

、
阿
部
慶
子(

下
北
手)

、
川
尻
普
子

(

川
尻)

不
法
投
棄
監
視
員
▼

佐
々
木
義
廣(

河
辺)

、

熊
谷
直
正(

河
辺)

、
金
子
正
信(

下
新
城)

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
秋
田
総
合
病
院

評
価
委
員
会
委
員
▼

中
澤
俊
輔(

手
形)

地
域
保
健
推
進
員
会
会
長
▼

三
浦
華
織(

山
手

台)

、
伊
藤
兼
治(

下
浜)

、
朝
倉
孝
子(

桜)

商
業
振
興
▼

塚
田
哲
雄(

八
橋)

　

山
林
看
守
人
▼

斎
藤
弘
美
◎(

山
内)

、
嵯
峨

清
行(

柳
田)

林
道
管
理
責
任
者
▼

鈴
木
鉄
男(

太
平)

、
斎

藤
弘
美
◎(

山
内)

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
▼

池
田
吉
男(

牛
島)

青
少
年
育
成
▼

半
田
弘
子(

八
橋)

、
船
木
ひ

と
み(

外
旭
川)

、
奈
良
美
可(

金
足)

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人
▼

安
藤
美
和(

保

戸
野)

、
石
井
さ
と
み(

千
秋)

、
松
尾
あ
け

み(

保
戸
野)

、
鈴
木
美
和
子(

八
橋)

、
薩
摩 

澄(

飯
島)

、
渡
辺
京
子(

御
所
野)

、
佐
藤

広
子(

下
新
城)

、
能
登
谷
美
幸(

土
崎
港)

、

佐
々
木
竹
子(

河
辺)

、
石
塚
ゆ
き(

東
通)

、

足
利
美
喜
子(

御
野
場)

、
新
堀
聡
子(

中
通)

生
涯
学
習
奨
励
員
▼

舘
岡
直
子(

泉)

、
鎌
田 

悟(

将
軍
野)

、
佐
藤
眞
知
子(

新
屋)

、
相
原

和
子(

浜
田)

、
菅
原
誠
悦(

広
面)

、
池
田
チ

ヅ
子(

桜)

、
佐
藤
敦
子(

河
辺)

、
佐
々
木
み

ど
り(

河
辺)

建
築
紛
争
調
停
委
員
会
委
員
▼

伊
藤
加
久
子

(

茨
島)

市
勢
発
展
に

大
き
く
貢
献

令
和
７
年
度

秋
田
市
功
労
者

問
総
務
課

☎(

８
８
８)

５
４
２
３

７月12日(土)の｢市の記念日｣に次の施設を無料開放します
大森山動物園～あきぎんオモリンの森～／赤れんが郷土館／民俗芸能伝承館(貸出施設の利用を除く)／旧金子家住宅
／久保田城御隅櫓／旧黒澤家住宅／秋田城跡歴史資料館／旧秋田藩主佐竹氏別邸(如

じょ

斯
し

亭
てい

)庭園

保健･医療

交通安全

産業振興

社会福祉

教育･文化

自治振興

環境都市
整備

　
河
辺
雄
和
商
工
会
会
長
と
し
て
、

多
く
の
実
績
を
残
し
た
ほ
か
、｢

芸
術

の
里
か
わ
べ
ゆ
う
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

を
先
導
す
る
な
ど
、
本
市
の
地
域
商
工

業
の
振
興･

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。 

　
秋
田
市
公
平
委
員
会
委
員
と
し

て
、
適
正
な
審
査
に
努
め
、
本
市
の

公
平
行
政
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰

齊
藤
善
悦
さ
ん(

雄
和)

檜
森
利
光
さ
ん(

御
所
野)



定
期
巡
回･

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看

護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
認
知
症

対
応
型
通
所
介
護(

※)

、
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護(

※)

、
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
、
介
護
予
防･

日
常
生

活
支
援
総
合
事
業

施
設
サ
ー
ビ
ス
…
介
護
老
人
福
祉
施
設

お
よ
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設(

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム)

＊
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
か
た
の

場
合
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
短
期
入

所
生
活
介
護(

※)

と
施
設
サ
ー
ビ
ス

の
介
護
老
人
福
祉
施
設
お
よ
び
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
利
用
が

対
象
と
な
り
、
居
住
費(

滞
在
費)

の

全
額
を
軽
減
し
ま
す
。

申
介
護
保
険
課(

市
役
所
２
階)

に
あ
る

申
請
書(

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

結
婚
新
生
活
♡

住
宅
購
入
費
な
ど
を
補
助

７ 広報あきた　2025年７月４日号

　

市
に
申
し
出
が
あ
っ
た
社
会
福
祉
法

人
が
提
供
し
て
い
る
在
宅･

施
設
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
が
軽
減
さ
れ
る｢

社

会
福
祉
法
人
利
用
者
負
担
軽
減
確
認
証｣

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、｢

確
認
証｣

を
お
持
ち

の
か
た
は
、
７
月
31
日
(木)
で
期
限
が
切

れ
ま
す
の
で
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
▼

①
〜
⑥
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
、
収
入
や
世
帯
状
況
、
利
用
者
負
担

な
ど
を
勘
案
し
、
生
計
が
困
難
で
あ
る

と
市
が
認
め
た
か
た
。
軽
減
割
合
は
、

利
用
者
負
担
額
の
25
％(

老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
は
50
％)

で
す
。

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

②
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
150
万
円(

世

帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円

を
加
算)

以
下

③
預
貯
金
な
ど
の
額
が
、
単
身
世
帯
で

350
万
円(

世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と

に
100
万
円
を
加
算)

以
下

④
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産(

住
居
な

ど)

以
外
に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

⑤
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い(

所
得
税
や
市
町
村
民

税
の
扶
養
控
除
対
象
者
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と)

⑥
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

 【
軽
減
対
象
】
　

※
＝
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
を
含
む

在
宅
サ
ー
ビ
ス
…
訪
問
介
護
、
通
所
介

護
お
よ
び
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
短
期

入
所
生
活
介
護(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ) (

※)

、

７月20日(日)
参議院議員選挙
投票日！

　当日都合の悪いかたは、期日前投票
をご利用ください。日時や会場など
は、郵送した入場券か市ホームページ
をご覧ください。 ID1046412

◆７月20日(日)は土崎港曳山まつりの
ため、まつり会場周辺の投票所付近
で道路の混雑が予想されます
　ご不便をおかけしますが、車以外で
の来場にご協力ください。

問秋田市選挙管理委員会事務局
☎(888)5786

社
会
福
祉
法
人
利
用
者
負

担
軽
減
確
認
証
の
申
請
を

ロ
ー
ド
も
可)

に
必
要
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ID
１
０
０
４
７
９
９

問
介
護
保
険
課
☎(
８
８
８)

５
６
７
４

　

結
婚
に
対
す
る

経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、

住
宅
購
入
費
や
家

賃
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ID
１
０
２
５
２
１
０

 【
お
も
な
支
給
要
件
】

■

令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
に
結
婚
し
た
夫
婦

■

婚
姻
時
に
夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下

■

令
和
６
年
中
の
所
得
が
夫
婦
合
計
で

500
万
円
未
満

 【
補
助
額
】

１
世
帯
30
万
円
ま
で(

婚
姻
時
に
夫
婦
と

も
に
29
歳
以
下
の
場
合
は
60
万
円
ま
で)

 【
申
請
期
限
】

３
月
31
日
(火)

＊
予
算
に
上
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

請
は
お
早
め
に
。
来
年
１
月
以
降
に
申

請
を
予
定
し
て
い
る
か
た
は
、
12
月

26
日
(金)
ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
総
務
課
☎(

８
８
８)

５
６
８
７

◆不在者投票
　次のような場合は、不在者投票ができ
ます。詳しくはお問い合わせください。
■県選挙管理委員会から指定されてい
る病院や老人ホームなどに、入院ま
たは入所中のかた

■仕事の都合などで他市町村に滞在し
ているかた

■身体などに重度の障がいのあるかた

◆投票所が変わります
■第11投票区｢秋田南中学校｣の投票場
所が、従来の投票場所から同敷地内
の武道場に変わります

■第100投票区のかたの投票所が、｢式
田公民館｣から｢南台公民館｣に変わり
ます

投票さ行こう

６

　

５
月
２
日
に
発
生
し
た
風
車
事
故
を

受
け
、
市
内
に
あ
る
風
力
発
電
所
の
安

全
管
理
体
制
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
状
況
な

ど
に
つ
い
て
独
自
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
、
全
事
業
者
が
関
係
法
令
に
基
づ

き
適
切
に
保
守･
点
検
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
結
果
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

ID
１
０
４
６
８
３
９

問
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
推
進
室

☎(

８
８
８)

５
７
４
３

　

｢

子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度｣｢

障
が
い

児(

者)

の
福
祉
医
療
制
度｣

の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
か
た
は
、
申
請
す
る
と｢

福

祉
医
療
費
受
給
者
証｣

が
交
付
さ
れ
、
診

療
の
際
に
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分(

１

〜
３
割)

が
助
成
さ
れ
ま
す
。

①
子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度

▼
０
歳
…
入
院･

通
院
医
療
費
を
全
額
助

成
し
ま
す
。
所
得
確
認
あ
り

▼
１
歳
〜
18
歳(

18
歳
に
達
す
る
日
以
後

最
初
の
３
月
31
日
ま
で)

…
入
院･

通

院
医
療
費
の
一
部
ま
た
は
全
額
を
助

成
し
ま
す
。
所
得
確
認
あ
り

＊
市(

区
町
村)

民
税
所
得
割
が
課
税
さ
れ

て
い
る
世
帯
は
、
自
己
負
担
が
あ
り

ま
す
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
、
父
母
が
い
な
い
家

庭
、
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

に
あ
る
家
庭(

ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童

福
祉
医
療
制
度)

…
18
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん(

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で)

が
対
象
。
所
得
制
限

あ
り

②
障
が
い
児(

者)

の
福
祉
医
療
制
度

▼
重
度
心
身
障
が
い
児(

者)

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
か
療
育

手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
か
た
。
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持
ち

で
、
自
立
支
援
医
療(

精
神
通
院)

の

支
給
を
認
定
さ
れ
て
い
る
か
た
。
社

会
保
険
本
人(

※)

は
所
得
制
限
あ
り

▼
高
齢
身
体
障
が
い
者

　

65
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
４
〜

６
級
を
お
持
ち
の
か
た
。
所
得
制
限

あ
り
。
社
会
保
険
本
人(

※)

は
該
当

し
ま
せ
ん

※
＝
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
、
国
民
健
康

保
険
組
合
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
以

外
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
こ
と

◆
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
の
た

め
に
、
書
類
の
提
出
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す

　

受
給
者
証
の
更
新
日
は
８
月
１
日

で
、
原
則
、
自
動
更
新
と
な
り
、
７
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を

お
送
り
し
ま
す
。
た
だ
し
、
次
に
該
当

す
る
か
た
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
届
出
書
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

・
所
得
確
認
が
必
要
な
か
た

・
①
の
う
ち
、｢

ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童

福
祉
医
療
制
度｣

に
該
当
す
る
か
た

　

(

毎
年
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す)

◆
令
和
７
年
度
の
新
規
申
請
は
、
７
月

７
日
(月)
か
ら
子
ど
も
福
祉
課
、
障
が

い
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま
す

　

令
和
６
年
度
に
所
得
制
限
を
超
え
た

た
め
該
当
し
な
か
っ
た
か
た
で
も
、
申

請
に
よ
り
今
年
度
は
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
申
請
と
更
新
手
続
の
窓
口

①
子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度
は

　

子
ど
も
福
祉
課(

市
役
所
２
階)

☎(

８
８
８)

５
６
９
１

FAX(

８
８
８)

５
６
９
３

②
障
が
い
児(

者)

の
福
祉
医
療
制
度
は

　

障
が
い
福
祉
課(

市
役
所
１
階)

☎(

８
８
８)

５
６
６
３

FAX(

８
８
８)

５
６
６
４

　

①･

②
と
も
各
市
民
Ｓ
Ｃ(

中
央･

東

部･

南
部
別
館
を
除
く)

、
駅
東
Ｓ
Ｃ
で

も
受
け
付
け
ま
す
。
①
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の｢

秋
田
市
ス
マ
ー
ト
申
請｣

か

ら
電
子
申
請
の
手
続
き
も
可
能
で
す
。

ID
１
０
２
６
５
３
５

＊
①
の
う
ち
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童

福
祉
医
療
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は

こ
ち
ら
↓
ID
１
０
２
６
６
０
３

＊
②
の
う
ち
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
を
お
持
ち
の
か
た
は
健
康
管

理
課(

八
橋)

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

都
市
計
画
情
報
を
掲
載
し
た｢

都
市
計

画
総
括
図｣｢

国
土
基
本
図･

計
画｣

、
地

形
図
で
あ
る｢

国
土
基
本
図･

現
況｣

の
販

売
価
格
を
改
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
20
年
代
以
降
に
作
成
し

た
過
去
の
地
形
図
な
ど
、
販
売
す
る
図

面
の
種
類･

形
式
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ID
１
０
０
８
０
０
４

問
都
市
計
画
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
４

　

お
と
な
の
歯

科
健
診(

12
月

ま
で)

、
後
期

高
齢
者
歯
科
健

診(

９
月
ま
で)

を
実
施
す
る
医
療
機
関
に
、
左
記
の
２

つ
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
年
齢
や
料
金
な
ど
は
、
５
月
に

全
戸
配
布
し
た｢

秋
田
市
健
診
ガ
イ
ド｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ガ
イ
ド
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ID
１
０
２
５
３
８
３

問
保
健
予
防
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
６

◆
秋
田
お
ろ
し
町
歯
科
医
院

　

茨
島
四
丁
目
／
☎(

８
３
８)

５
３
０
６

◆
む
さ
し
デ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス

　

保
戸
野
通
町
／
☎(

８
５
３)

８
２
１
４

暮らしのガイド 市 お 知 ら せ

風
力
発
電
事
業
者
へ

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た

か
ら
の

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

申
請･

更
新
を
お
忘
れ
な
く

都
市
計
画
図
な
ど
の
価
格

と
種
類
を
見
直
し
ま
し
た

お
と
な
の
歯
科
健
診
な
ど
の

実
施
医
療
機
関
が
追
加
に

↓

↓



９ 広報あきた　2025年７月４日号

　後期高齢者医療制度に加入しているかたへ、８月１日(金)から有効と
なる資格確認書(色は黄色)を７月下旬に特定記録郵便でお送りします。
資格確認書には、被保険者のかたの所得に応じた自己負担割合(１～３
割)などが記載されています。
　なお、医療費の自己負担割合は令和６年中の所得で改めて判定しているため、今までと違う場合がありま
す。また、来年７月末までは暫定的運用としてマイナ保険証をお持ちのかたにも資格確認書をお送りします。

問後期高齢医療課☎(888)5638

　金額は令和６年中の所得などをもとに算定
し、年額保険料は均等割額(一律45,260円)と
所得割額(加入者の所得に応じた分)の合算で、
上限額が80万円(100円未満切り捨て)です。

■ 均等割額の軽減

■ 後期高齢者医療制度に加入する前日まで、会社の健康保険などの被扶養者だっ
たかた(国保･国保組合の加入者は除く)の軽減▶制度加入後２年間に限り均等
割額22,630円および所得割額０円(所得が少ないかたは均等割額13,578円)

令和７年度の保険料軽減

※給与･年金所得者とは、世帯
の被保険者または世帯主で、
次の①か②を満たすかた。

①給与収入が55万円超
②公的年金などの収入金額が、
64歳以下は60万円超。65
歳以上は125万円超

医療費などが自己負担限度額までの支払いにな
る｢限度額適用･標準負担額減額認定証｣と｢限度額
適用認定証｣の有効期限は７月31日(木)です。
　継続となるかたへ、限度区分(区Ⅰ･Ⅱ、現役Ⅰ･
Ⅱなど)※を記載した資格確認書をお送りします。
新たな対象者には、順次申請書をお送りしていま
す。同封する封筒でご返信ください。

 ｢後期高齢者医療制度｣
に加入しているかたへ

　所得の低いかたなどは、被保険者の総所得
金額などに応じて保険料を下記のとおり軽減
しています。

　８月から使う新しい｢資格確認書｣を７月下旬にお送りします

　｢保険料額決定通知書･納入通知書｣は
　　　　　　　　７月中旬にお送りします

　｢限度額適用･標準負担額減額認定証｣
　｢限度額適用認定証｣をお持ちのかたへ

世帯(世帯主および被保険者)の総所得金額など 軽減割合 軽減後の均等割額

 43万円＋(給与･年金所得者※の数ｰ１)×10万円　以下 ７割 13,578円

 43万円＋(給与･年金所得者※の数ｰ１)×10万円　
 ＋(30万５千円×世帯の被保険者数)　　　以下 

５割 22,630円

 43万円＋(給与･年金所得者※の数ｰ１)×10万円　
 ＋(56万円×世帯の被保険者数)　　　　　以下

２割 36,208円

※被保険者の所得に応じた、自己負担限度額の区分。

資
格
確
認
書

み ほ ん

来
年
４
月
１
日
に
採
用
予
定
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
で

配
布
し
て
い
る
受
験
案
内
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

採
用
人
数
▼

一
般
事
務
１
人(
職
務
経
験

者
ま
た
は
新
卒
者)

試
験
方
法
▼

書
類
審
査
、
面
接
、
筆
記

申
込
期
限
▼

８
月
29
日
(金)(

必
着)

受
験
案
内
書
配
布
場
所
▼

秋
田
公
立
美
術

大
学
総
務
課(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可)

、
市
役
所
１
階
総
合
案

内
、
秋
田
市
東
京
事
務
所(

千
代
田
区)

な
ど

HP h
ttp

s://w
w
w
.akibi.ac.jp

/

問
秋
田
公
立
美
術
大
学
総
務
課

☎(

８
８
８)

８
１
０
０

能
力･

経
験
を
活
か
し
て
働
く
こ
と
を

希
望
す
る
か
た
と
、
人
材
を
求
め
る
企

業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
キ
ャ
リ
ア
人
材

バ
ン
ク
に
登
録
し
て
再
就
職
を
め
ざ
し

ま
す
。

対
象
▼

60
歳
以
上
70
歳
以
下
で
、
在
職
中

ま
た
は
離
職
後
１
年
以
内
の
か
た

申
下
記
コ
ー
ド
を
読
み
込
む

か
電
話
で
、
ジ
ョ
ブ
産
雇
秋

田
事
務
所((

公
財)

産
業
雇
用

安
定
セ
ン
タ
ー)

☎(

８
２
３)

７
０
２
４

秋
田
公
立
美
術
大
学
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

60
歳
以
上
70
歳
以
下
の
か
た

の
再
就
職
を
支
援
し
ま
す

ジョブ産雇

基
本
操
作
の
ほ
か
、
暮
ら
し
に
役
立
つ

使
い
方
を
紹
介
し
ま
す
。
受
講
中
は
ス

マ
ホ
を
貸
し
出
し
ま
す
。

【講
座
内
容
と
時
間(

各
２
時
間)

】

各
講
座
共
通
＝
基
本
操
作
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

①
ス
マ
ホ
の
安
全
な
使
い
方
＝
午
前
10

時
〜(

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
は
午
後
１
時
30

分
〜)

②
ス
マ
ホ
で
で
き
る
防
災
対
策
＝
午
後

１
時
〜(

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
は
午
後
１
時

30
分
〜)

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証

利
用
＝
午
後
１
時
30
分
〜

【会
場･

開
催
日
と
講
座
項
目
】

▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
14
日
(月)
①
②

▼

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
18
日
(金)
①
②

８

▼

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
23
日
(水)
①
②

▼

東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
24
日
(木)
①
②

▼

河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
25
日
(金)
①

▼

雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
28
日
(月)
①

▼

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
30
日
(水)
①･

31

日
(木)
②
、
８
月
１
日
(金)
③

先
着
▼

各
10
人

申
７
月
７
日
(月)
午
前
９
時
か
ら
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
本
部
☎(

８
８
８)

５
４
９
１

冬
期
間
の
野
菜
や
花
き
栽
培
を
め
ざ

す
農
業
者
な
ど
を
対
象
に
、
栽
培
実
習

を
中
心
と
し
た
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
が
、
傷
害
保
険
へ

の
加
入
、
作
業
服
な
ど
は
各
自
で
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
定
員
は
５
人
程
度
で
、

面
接
に
よ
る
選
考
と
な
り
ま
す
。

対
象(

す
べ
て
を
満
た
す
か
た)

▼

市
内
在
住
の
農
業
者
な
ど
で
、
お
お
む

ね
65
歳
以
下
の
か
た

▼

販
売
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
冬
期
間

の
園
芸
作
物
生
産
に
取
り
組
も
う
と
す

る
か
た

▼

心
身
と
も
に
健
康
で
、
研
修
の
全
日
程

を
受
講
で
き
る
か
た

研
修
期
間
と
場
所
…
10
月
２
日
(木)
か
ら

３
月
５
日
(木)
ま
で
の
木
曜
に
計
22
回(

予

定)

、
午
前
10
時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜

３
時
に
、
園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー(

仁
井

田)

で
栽
培
実
習
…
ホ
ウ
レ
ン
草
、
チ
ン
ゲ
ン

菜
、
ア
ス
パ
ラ
菜
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ネ
ギ
、
イ
チ
ゴ
、
ダ
リ

ア
、
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
、
カ
ン
パ
ニ
ュ

ラ
、
輪
ギ
ク
な
ど
の
播
種
、
育
苗
、
栽

培
管
理
、
出
荷
調
製
作
業
な
ど

講
義
…
作
付
計
画
づ
く
り
、
作
型
と
栽

培
技
術
、
施
設
の
設
備
な
ど
に
つ
い
て

の
ほ
か
農
家
の
視
察
も

申
園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書

を
、
８
月
15
日
(金)(

必
着)

ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
ID
１
０
０
７
０
８
９

問
園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー

☎(

８
３
８)

０
２
７
８

市
立
小･

中
学
校
の
校
内
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
で
、
不
登
校
や
そ
の
傾
向
に
あ

る
生
徒
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

勤
務
は
週
５
日(

週
25
時
間)

で
、
任

期
は
８
月
下
旬
か
ら
３
月
ま
で
。
報
酬

は
１
時
間
１
千
135
円
〜
１
千
361
円
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ID
１
０
２
３
４
８
８

対
象
▼

学
校
な
ど
で
子
ど
も
の
支
援
や
指

導
の
経
験
が
あ
る
か
た
、
ま
た
は
教
員

免
許
の
あ
る
か
た

試
験
方
法
▼

書
類
審
査
、
面
接

申
込
期
限
▼

７
月
22
日
(火)
正
午

問
学
校
教
育
課
☎(

８
８
８)

５
８
０
８

暮らしのガイド 市 お 知 ら せ
か
ら
の

｢農家のパーティ｣
ネットワーク通販サイト

問運営事務局ノース
　コマース㈱内☎(853)7833

詳しくは、右記コード
からご覧ください

雄
物
川
流
域

８
市
町
村
の
住

民
の
み
な
さ
ん

が
、
一
斉
清
掃
を

実
施
し
ま
す
。

秋
田
市
は
７

月
26
日
(土)
の
午

前
８
時
〜
９
時

に
、
雄
物
川
右

岸
秋
田
大
橋
茨
島
側
と
Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線

鉄
橋
の
間
で
行
い
ま
す
。

申
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
７
月
22
日
(火)

ま
で
参
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サキホコレのプレゼント
キャンペーンは第二弾も！
８月４日(月)正午▶15日(金)正午

無
料
の
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全品送料無料
3,000円以上お買い上げで

サキホコレ２Kgが
抽選で50人に当たる！
７月14日(月)正午▶25日(金)正午

あきたづくし



土曜か日曜の希望する日に子育て交
流室で、読み聞かせや歌遊び、マジッ
ク、伝承遊び、英語表現など、お子
さん向けのパフォーマンスを披露し
ていただけるかたを大募集！
申活動申込書を活動希望日の２週間
前までに、FAXかEメールでお送りく
ださい。申込書は、子育て相談支援
課窓口にあるほか、下記ホームペー
ジからダウンロードもできます　
HPhttps://www.alve.jp/facility/

child/child_fureai
FAX(887)5335
ｅ
メール ro-wfcr@city.akita.lg.jp
問子育て相談支援課☎(887)5340

子どもにイライラしたり、怒りすぎ
たかなと落ち込んだりしませんか？ 

一般財団法人日本アンガーマネジメ
ント協会から講師を招き、｢怒らない｣
よりも｢怒っても大丈
夫｣に変わるヒントを
学びます。その日から
できる簡単なコツもご
紹介します。
日時▶７月17日(木)10:30～11:30
会場▶きららとしょかん新屋図書館研
修室　先着▶10人(お子さん同伴可)
申７月８日(火)10:00から電話か直接
同館カウンターへ。☎(828)4215

けがや事故の対応･予
防のお話と、心肺蘇生
法体験を行います。
対象▶就学前のお子さんの保護者
日時▶７月22日(火)10:30～11:30
会場▶河辺子育て交流ひろば
申７月15日(火)10:00から河辺子育
て交流ひろば☎(882)5146

助産師を囲んで一緒におしゃべり♪
対象▶妊娠35週ころまでの妊婦さん
日時▶７月24日(木)10:00～11:00
会場▶市保健センター(八橋)　
先着▶５人
申７月５日(土)から22日(火)
まで右記コードを読み込んで
問子ども健康課☎(883)1175

助産師を囲んで一緒
におしゃべり♪
対象▶産後６か月ころ
までの母親(お子さんも一緒にどうぞ)
日時▶７月25日(金)10:00～11:30
会場▶市保健センター(八橋)　
先着▶10組　
申７月５日(土)から23日(水)
まで右記コードを読み込んで
問子ども健康課☎(883)1175

11　広報あきた　2025年７月４日号

▶料金の記載がないものは無料　▶申込方法(申)がないものは直接会場へお越しください

子育て交流室(子育て相談支援課)▶アルヴェ５階
子ども広場とフォンテ文庫▶フォンテAKITA６階

♥会♥場♥案♥内 子育て交流ひろば…中央▶市役所２階
東部･南部･河辺･雄和▶各市民SC１階
西部･北部▶各市民SC２階

育児講座｢乳幼児の救急と安全｣

コ ー
育 児笑顔が

いいね！

ナ ー

プレママトーク

産後のママトーク

親 子 で 遊 ぼ う ！ ｢※｣印＝各市民SC内の施設が会場です。申込時にご確認ください

イベント情報はこちらからも▶

申＝要申込の催しで、申込開始日です 子育てイベント

会　　場 催し(お子さんの対象) 内　容　／　定　員 日　時

子育て交流室
(子育て相談支援課)

☎(887)5340

おはなし会(就学前) 絵本の読み聞かせ ７/15(火)10:30～11:00

よちよち広場
(７か月～１歳６か月)

ボールプールであそぼう！
／先着30組

７/17(木)10:30～11:15
申７/ ９(水) 9:00～

ぴょんぴょん広場
(１歳７か月～就学前)

みんなで劇ごっこ｢大きなかぶ」
をひっぱろう！／先着15組

７/24(木)10:30～11:15
申７/16(水) 9:00～

中央子育て交流ひろば☎(888)5652 おはなしポケット(就学前) 親子で楽しむ読み聞かせ ７/17(木)10:00～

東部子育て交流ひろば☎(853)1082 ぱるぱるルーム(就学前) ハワイアンフラを楽しもう！ ７/15(火)10:30～10:50

西部子育て交流ひろば☎(826)9007 おもいっきりあそぶday(就学前)※ 親子フィットネスなど／先着30組 ７/31(木)10:00～11:30　申７/16(水)12:00～

南部子育て交流ひろば☎(838)1216 ぽかぽか工作(就学前) うちわをつくろう ７/16(水)10:30～11:00 申７/ ７(月) 9:00～

北部子育て交流ひろば
☎(893)5985

はかってみようday(就学前) 身長と体重を測ろう！ ７/10(木)10:30～11:00

メディカルアロマ(２～６か月のお子
さんと初めて子育てする保護者)※

メディカルアロマで保湿クリーム
づくり／先着４組(材料費500円)

７/29(火)10:00～11:00
申７/16(水) 9:30～

河辺子育て交流ひろば☎(882)5146 おはなしはっぴぃタイム(就学前) 歌や手遊び、絵本の読み聞かせ ７/16(水)10:30～10:45

雄和子育て交流ひろば
☎(886)5530

ぐんぐん～身体測定～(就学前) 記録カードもあるよ／当日先着10組 ７/16(水)  9:30～11:30

親子でポンポン！(就学前) 運動あそびや体操／当日先着７組 ７/22(火)10:30～10:50

フォンテ文庫
☎(893)6167

おはなし会(２～６歳) 大きな絵本や紙芝居など ７/12(土)11:00～11:30

パンダのえほん修理屋さん 破損した絵本を修理します ７/19(土)10:30～12:00

作ってあそぼう工作会(２歳～小２) 工作｢高とびゲーム｣づくり ７/19(土)11:00～11:30

親子で楽しむわらべうた(０～３歳) わらべうたや絵本の読み聞かせ ７/22(火)11:00～11:30

アニバーサリースペシャル(０歳～小２) 人形劇や歌など／先着50人 ７/26(土)11:00～11:40　申７/19(土)10:00～

子育て交流室

子育て交流ひろば

■７/31(木)、西部子育て交流ひろばの利用は13:00からとなります

子育てのイライラとの上手な付き合い方

 ハッピーほりでぃ！ わくわくタイム
ボランティア大募集！

プレママ

産後のママ

10＊スペースの都合などにより、掲載依頼があったすべてを掲載できない
場合があります。ご了承ください。

平日勤務などで、八橋の市保健所内
にある｢ネウボラ｣に来所が難しい妊
婦さんのために、土曜窓口を開設し
ています。面接は20分程度です。
対象の妊婦さん▶妊娠届を提出するか
た、ネウボラ以外で妊娠届を提出し
たかた、転入されたかた(ネウボラで
の面接がまだのかた)
日時▶７月26日(土)、８月23日(土)、
9:00～12:00
申子ども健康課☎(883)1175

親子でおにぎりづくり、幼児
食の進め方の話、親子ふれ
あい遊び、個別相談など。
お子さんの対象▶１歳６か月児健診終
了後～就学前　
日時▶７月31日(木)10:00～11:30　
会場▶市保健センター(八橋)
先着▶15組
申７月７日(月)8:30から24
日(木)まで右記コードを読み込んで
問子ども健康課☎(883)1174

問子ども健康課☎(883)1174
◆歯ッピースマイル
歯科医師による、むし歯予
防のお話と公開相談。歯み
がき体験と個別相談も。
お子さんの対象▶乳幼児　
日時▶７月23日(水)10:00～12:00
会場▶市保健センター(八橋)　
定員(抽選)▶15組　
申７月４日(金)から13日(日)
まで右記コードを読み込んで
◆歯ッピーマウス
仕上げみがきについて、個別指導と
歯科衛生士とのフリートーク。
お子さんの対象▶１～３歳　
日時▶８月１日(金)10:00～11:30
会場▶市保健センター(八橋)　
定員(抽選)▶６組
申７月14日(月)から23日
(水)まで右記コードを読み込んで

問子ども健康課☎(883)1174
７月末までに通知を郵送します。詳

しくは、右記コードを読み
込んでご確認ください。
受付時間▶12:45～13:30
会場▶市保健センター(八橋)
★１歳６か月児健診の対象と健診日

▶令和６年１月生まれのお子さん
１月 １～10日生まれ＝８月 ６日(水)
１月11～20日生まれ＝８月 ７日(木)
１月21～31日生まれ＝８月20日(水)
★３歳児健診の対象と健診日

▶令和４年２月生まれのお子さん
２月 １～ ８日生まれ＝８月21日(木)
２月 ９～13日生まれ＝８月22日(金)
２月14～19日生まれ＝８月26日(火)
２月20～28日生まれ＝８月27日(水)

妊婦さんや就学前のお子さんがいる
ご家庭を対象に、子育ての悩みや保
育所入所などの相談に応じます。
★会場と日時…時間は10:00～12:00
雄和子育て交流ひろば▶７月16日(水)
北部子育て交流ひろば▶７月23日(水)
問子育て相談支援課☎(887)5340

保健師、栄養士、歯科衛生
士が個別相談に応じます。
お子さんの対象▶乳幼児
日時▶７月28日(月)9:00～12:00
会場▶市保健センター(八橋)
先着▶３組
申子ども健康課☎(883)1174
＊電話相談は随時行っています。

太字の( )内はお子さんの
対象です。◎は各地区の
主任児童委員さんの印。
★すこやか広面(就学前)
７月11日(金)10:30～11:30、広面
児童館で。夏まつりごっこ♪
問◎大嶋さん☎080-3392-7880
★ちびっ子ひろば･育児相談(就園前)
７月24日(木)10:30～11:30、御所野
交流センターで。夏まつりごっこ♪
問御所野交流センター☎(826)0671
★あおぞらキッズ(就学前)
７月27日(日)10:00～11:30、外旭
川児童センターで。先着10組。
申開催日の３日前までに◎斉藤さん

☎(868)5301

♪地域で育児♪

お子さんの歯大切に

歯
ッ
ピ
ー
マ
ウ
ス

歯
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル

１歳６か月･３歳児健診

１歳６か月･３歳

子育てナビゲーターの巡回相談

育児相談

問環境都市推進課☎(888)5708

　冊子｢DOWA×うんこドリル ゴ
ミと資源｣を用いて、うんこ先生と
小型家電のリサイクルやごみ減量
について学びます。ゲーム機を解
体して部品を取り出し、分別する
体験も行います。

内容
▶市のごみの現状や取り組みのお話
▶DOWAグループ社員による授業
 ｢うんこ先生｣登場♪ 小型家電リサ
イクルやごみ分別のお話
▶ゲーム機解体･分別の体験
 使用されている部品を分別して、取
れた金属の量を確認
▶「うんこ先生｣と

写真撮影

日時
７月30日(水)
①10:00～12:30
②14:00～16:30

文化創造館１階
コミュニティスペース

会場

小学４～６年生
(保護者同伴可)

対象

ネウボラ土曜窓口妊娠届

ぱくぱく元気教室(幼児食教室)

ぱ
く
ぱ
く
元
気
教
室

う
ん
こ先
生と
学
ぶ
！

ごみ減量
リサイクル

と

申７月16日(水)まで電話かEメー
ルで。Eメールの場合、件名を｢７
/30講座申込｣として、参加希望時
間(①か②)、参加者の氏名･学年、
電話番号、保護者同伴の有無を環
境都市推進課へ。☎(888)5708
ｅ
メール ro-evcp@city.akita.lg.jp

＊当選者のみ７月18日(金)までに、電
話でご連絡します。

定員抽選
各15人

参加
無料

ⓒ Y.F/BKS



７月13日(日)
は｢市の記念
日｣にちなみ
入館料が半額
になります。
▶大人785円→390円
▶中･高校生625円→310円
▶３歳～小学生470円→235円
問ザ･ブーン☎(827)2301

◆わかくさ相談電話
少年の悩みや心配事について。お
気軽にご相談ください。
日時▶平日、9:00(月曜は10:00)
～12:00、13:00～16:00
相談電話▶(884)3868
＊少年指導センター(アルヴェ５
階)では来所相談にも応じます。
◆見え方でお困りのかたへ
県立視覚支援学校ロービジョン支
援センターでは、見えない･見え
にくいことで、生活･学習･仕事･
育児などの悩みがあるかたや、そ
のご家族･関係者のかたの相談に
応じます。どなたでもご利用でき
ます。相談希望のかたは同支援セ
ンターへお申し込みください。

申☎(889)8571
◆こころの健康づくり相談会
産業カウンセラーが応じます。自
分のこと、職場の人間関係など。
日時▶７月12日(土)13:00～16:00
会場▶県社会福祉会館(旭北)　
申日本産業カウンセラー協会秋田
運営部☎080-1694-0764

(10:00～16:00)
◆KHJ秋田ばっけの会
対象▶ひきこもりのかたとご家族
日時▶７月12日(土)･19日(土)、
13:30～15:30(19日はひきこも
りのかたのみ) →

▼｢
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案　内

情報チャンネルa
▶料金の記載がないものは無料です　
▶申込方法がないものは直接会場へ

クアドーム ザ･ブーンへGO！

会場▶中央市民SC(市役所３階)。
12日は洋室２･３、19日は和室
１･２
問同会事務局☎090-9539-2365
◆日本オストミー協会秋田県支部
のオストメイト(人工肛門･ぼうこ
う保有者)の集い＆相談会
オストメイトご本人のみならず、
どなたでもどうぞ。専門看護師な
どがストーマ(人工肛門･人工ぼう
こう)に関する相談に応じます。
日時▶７月13日(日)10:00～12:00
会場▶県心身障害者総合福祉セン
ターC棟(旭北)
問同協会秋田県支部の小野さん

☎090-4040-0270
◆マンション管理の相談会
日時▶７月13日(日)10:00～12:00
会場▶中央市民SC洋室２(市役所
３階)
申７月10日(木)まで秋田県マン
ション管理士会の瀬川さん

☎080-8863-3858
◆精神障がい者家族相談
ご家族の不安や悩みごとなど。
日時▶７月18日(金)10:00～15:00
会場▶市老人福祉センター３階

(八橋)
問NPO法人秋田けやき会の三浦さ
ん☎070-5471-9269
◆死別の苦しみ･悲しみを語る

｢遺族の集い｣
日時▶７月19日(土)13:00～15:00
(個人ケア＜要予約＞は14:00まで)
会場▶県社会福祉会館(旭北)
参加費▶300円
問遺族の集い☎090-3207-8706
◆難病患者･語り合い聞く会
ご本人とそのご家族、同病のピア･
サポーターを交えた交流会。時間
は13:30～15:30。
対象▶①神経系疾患の患者さんと
ご家族、②自己免疫疾患の患者さ
んとご家族
開催日▶①７月19日(土)、②７月
26日(土) 会場▶県心身障害者総
合福祉センター(旭北)。①は３階
会議室A、②は２階和室
申開催日の３日前まで秋田県難病
相談支援センター☎(866)7754

◆認知症の人と家族の会｢つどい｣
日時▶７月20日(日)13:30～15:00
会場▶アトリオン３階研修室
問(公社)認知症の人と家族の会秋
田県支部事務局☎(866)0391
◆ふれあい法律相談　
丸山紗代子弁護士が応じます。年
度内、同じ内容の相談は不可。
日時▶７月22日(火)10:00～12:00
会場▶市老人福祉センター(八橋)　
先着▶４人(初めてのかたを優先)　
申７月７日(月)10:00から市社協
ふれあい福祉相談センター

☎(863)6006
◆傾聴サロン
おしゃべりで心を軽く｡
日時▶７月22日(火)、
10:10～、12:10～ 会場▶中央
市民SC洋室２･３(市役所３階)　
当日先着▶各６人
問ダンボの会☎090-1063-6867

◆令和７年度防衛省採用試験
種目ごとに、受験資格、申込締
切、試験日(９～11月に順次実
施)が異なります。募集種目は、
自衛官候補生、一般曹候補生、
航空学生、防衛大学校学生、防
衛医科大学校学生(医学科･看護学
科)。詳しくは、自衛隊秋田募集
案内所へお問い合わせください。

問☎(834)5000
◆放送大学10月入学の学生募集
テレビやインターネットで、心理
学･福祉･経済･歴史など約300の
授業科目を選べます。１科目から
でもOK！ 出願期間は８月29日
(金)まで。詳しくはお問い合わせ
ください。問放送大学秋田学習セ
ンター☎(831)1997
◆秋田県育英会の奨学生を募集　
来年４月に大学、短大、専修学校
専門課程に進学予定のかたを対象
とした奨学生を募集します。貸与
額や申込方法など、詳しくはホー
ムページをご覧ください。

HP http://www.akita-ikuei.jp
申８月４日(月)(必着)まで秋田県
育英会☎(860)3552

みんなの掲示板③

悩まずにご相談ください
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対象は19歳以上。会場はサンラ
イフ秋田。
申７月５日(土)10:00からサンラ
イフ秋田☎(863)1391
◆水中ではじけよう♪

A
ア ク ア

QUA Z
ズ ン バ

UMBA®
水中でラテンのリズムに乗って、
楽しく踊りながら運動しよう！ 　
日時▶７月25日(金)10:45～11:45
受講料▶1,000円　先着▶30人
◆アクアリラックス(水中運動)
日時▶８月の毎週金曜(15日を除
く)、9:15～10:30　
受講料▶3,600円　先着▶30人
◆楽しく筋力アップ
自分の体重を利用した運動。
日時▶８月４日(月)･18日(月)、９
月１日(月)･８日(月)･29日(月)、
18:30～19:45
受講料▶4,800円　先着▶20人

会場は市立病院５階講堂。
①腎不全教室
血液透析･腹膜透析･腎移植につい
て泌尿器科医師が説明します。
日時▶７月８日(火)15:30～16:00
問医事課☎0570-01-4171
②呼吸教室
臨床検査技師がCOPD(慢性閉塞
性肺疾患)と呼吸機能検査につい
て、訪問看護師が在宅酸素療法に
ついて話します。
日時▶７月10日(木)13:30～14:10
問医事課☎0570-01-4171
③認知症カフェ｢笑顔カフェ｣
｢檜

ひ

山
や ま

茶を嗜
たしな

みながら認知症につい
て語る会｣をテーマに、専門職員が
質問や相談に応じます。
対象▶認知症に関心のあるかた、
困っているかた　
日時▶７月31日(木)14:00～15:00
先着▶15人
申７月７日(月)9:00から認知症疾
患医療センター☎(866)7123

対象は65歳以上。
◆しょっつる節･秋田節･港小唄を

踊ろう
日時▶７月10日(木)10:00～12:00
会場▶飯島老人いこいの家
持ち物▶扇子(持っているかたのみ)

問☎(845)3692
◆ダンスセラピー･心と体の音楽
運動療法 動きやすい服装で。
日時▶７月11日(金)10:00～12:00
会場▶大森山老人と子どもの家

問☎(828)1651
◆楽しい消しゴムはんこ教室

水風船柄のうちわ
日時▶７月24日(木)10:00～12:00
会場▶雄和ふれあいプラザ
材料費▶800円　定員▶10人
申７月16日(水)まで雄和ふれあい
プラザ☎(886)5071(平日)

◆会場が飯島地区コミセン
軽体操や脳のトレーニングなど。
対象▶65歳以上 日時▶７月25
日(金)から10月10日(金)までの原
則毎月第２･４金曜、10:00～
11:30 定員▶20人　
申７月４日(金)から14日(月)まで
飯島地域包括支援センター金寿園

☎(853)5820
◆会場が太平地区コミセンと旭川
地区コミセン
体力や筋力の向上などの講話と体
操。対象▶介助なしで参加できる

みんなの掲示板④

市立病院の教室

サンライフで健康に

いきいきサロン

がん情報セミナー

地域型はつらつくらぶ

健　康

65歳以上 日時▶７月から９月ま
でと11月から１月まで、それぞ
れ毎月２回の計６回、13:00～
14:30 定員▶各20人　
申秋田中央接骨院☎(834)8513

◆日本赤十字東北看護大学･介護
福祉短期大学部の公開講座
テーマは｢サピエンスと感染症と
ワクチン｣。
日時▶７月18日(金)18:00～19:00
会場▶日本赤十字東北看護大学
152講義室　定員▶50人
申日本赤十字東北看護大学

☎(829)3023
◆公益社団法人秋田県理学療法士
会の公開講座
健康に関する講演、体操、身体機
能測定など。
日時▶７月19日(土)13:00～16:30　
会場▶アトリオン地下１階イベン
ト広場･多目的ホール
問秋田リハビリテーション学院

☎(865)0188
◆秋田大学医学部附属病院のがん情報
セミナー｢『がん』に負けない身体づく
り～フレイル予防で生活の質を守る～｣
＊フレイル＝加齢による心身の衰え

がん相談支援センターの出張相談
も(先着10人)。
日時▶８月25日(月)14:00～16:00
会場▶県立図書館　定員▶30人
申右記コードを読み込むか電
話で県立図書館
☎(866)8400(休館日を除く平日)

全市一斉ラジオ体操のつどい

　各小学校グラウンドなどで、朝6:00台(一部を除
く)に行います。ぜひご参加を！ 詳しくは、秋田市
スポーツ協会へお問い合わせください。☎(896)5331
開催日と地区▶７月19日(土)＝旭南茨島･川尻･中通･保戸
野･泉･寺内･旭川･東･飯島･港北･岩見三内･河辺　７月20
日(日)＝旭北･八橋･明徳･太平･下北手･広面･桜･豊岩･下
浜･八田楢田･牛島･仁井田･四ツ小屋･築山･上北手･大住･
御所野･下新城･外旭川･高清水･飯島南･戸島･雄和　７月
23日(水)＝土崎南･土崎小　９月７日(日)＝新屋 ９月14
日(日)＝勝平･浜田･金足西　未開催＝上新城･金足東

除
田市
5331
通･保戸
７月７月20

豊岩 ･下･下
手･大住･

７月７月
９月14
足東足東



水引細工でナス(牛)とキュウリ(馬)
の飾りを作ります。 　
対象▶19歳以上　日時▶７月22
日(火)＝キュウリ、29日(火)＝ナ
ス、10:00～12:00　会場▶サン
ライフ秋田　材料費ほか▶3,500
円　定員▶15人
申７月５日(土)10:00からサンラ
イフ秋田☎(863)1391

対象は市内に在住または通勤･通
学しているかた(①で小学生の場
合は保護者同伴)。会場は市役所
３階中央市民SC(①が洋室４、②
が洋室２･３)。
申７月７日(月)8:30から(７日は
39歳以下のみ受け付け)生涯学習
室☎(888)5810
①パステル和

なごみ

ア－トで心のマッサージ
パウダー状の素材を使って、指で

絵を描きます。日時▶７月24日(木)
19:00～20:30　材料費▶１セッ
ト300円　先着▶16人
②点字体験教室
点字の仕組みを学び、打ったり
読んだりします。日時▶８月１日
(金)19:00～20:30　先着▶10人

会場は上新城のさとぴあ。
申各締切日までさとぴあ

☎(893)3412
①ミズ料理と梅漬けづくり(試食付)
対象▶高校生以上
日時▶７月13日(日)10:00～13:00
参加費▶1,500円(梅１㎏付き)
定員(抽選)▶15人
申込締切▶７月８日(火)
②ボタニーペインティング

ハスの葉で飾るうちわづくり
ハスの葉を貼り付け、自由に彩色

して夏飾りのうちわを作ります。
日時▶７月26日(土)10:00～12:00
参加費▶2,000円　定員(抽選)▶
12人　申込締切▶７月17日(木)
③夏バテ予防の易しいヨガ体験と

スムージーボウルづくり
日時▶７月27日(日)14:00～16:30
参加費▶1,500円　定員(抽選)▶
10人　申込締切▶７月17日(木)

テーマは、８月が｢魚介で
スパイスカレー｣、９月が
｢魚介でアジアン料理｣。
対象▶18歳以上(お子さん同伴は不
可)　日時▶８月２日(土)、９月４
日(木)、10:00～13:00　会場▶卸
売市場(外旭川)　材料費など▶各
1,800円　定員(抽選)▶各12人
申はがきに講座名、希望日、住
所、氏名、年齢、電話番号を書い
て７月11日(金)(必着)まで、
〒010ｰ0802 外旭川字待合28
あきた市場マネジメント

問☎(869)5294

｢E
エ ク セ ル

xcel簡単会計集計｣を学びま
す。会場は市民交流サロン(アル
ヴェ３階)。先着各５人。
申市民交流サロン☎(887)5312
①現金出納帳作成編(活動計算書、
貸借対照表などの作成ポイント)
日時▶８月３日(日)9:30～12:00
②アンケート集計編(作成とまと
め方のポイント)
日時▶８月３日(日)13:30～15:30
③事業費作成編(共通経費の按分
計算と事業費の作成ポイント)
日時▶８月24日(日)10:00～12:00

地域で防災活動の中心となる防災
士を養成します。日時▶11月１日
(土)･２日(日)、9:00～18:00　
会場▶秋田県JAビル　
受験料ほか▶12,000円　
定員(選考)▶全県で65人　
申市ホームページから申込書をダ
ウンロードし、７月10日(木)(必

着)までに提出してください。対象
など詳しくは、市ホームページを
ご覧ください。ID1043281
問防災安全対策課☎(888)5434

申秋田市在宅医療･介護連携セン
ター☎(827)3636

 【団体で申し込み】
テーマ▶在宅医療･介護、人生会議
をはじめよう、｢もしバナゲーム｣
をやってみよう など
日時▶原則平日9:00～
16:00の間で１時間程度
会場▶町内会館やコミセ
ンなどを各自確保してください
 【個人で申し込み】
テーマ▶人生会議をはじめよう
日時と会場▶①７月23日(水)10:00
～11:00、南部市民SC　②８月５
日(火)10:00～11:00、北部市民
SC　定員▶各20人

テーマは｢自分で選ぼう『言う』
『言わない』｣。講師は秋田大学大
学院教育学研究科教授の北島正人
さん。進行役はあきたAT研究会。
日時▶７月19日(土)13:30～15:00
会場▶中央市民SC洋室２･３(市役
所３階)　先着▶20人
申７月７日(月)9:00から生活総務
課☎(888)5650

◆心はればれゲートキーパー養成講座
身近な人の悩みに気づいて声をか
け、必要な支援につなげる役割を
担う｢ゲートキーパー｣について
学びます。精神科医によるメンタ

ｅ

ルヘルス講話も。日時▶７月16日
(水)14:00～15:30　会場▶さきが
けホール(山王)　定員▶40人
申EメールかFAXで秋田ふきのと
う県民運動実行委員会
 info@fuki-no-tou.net

メール

FAX(853)9758  問☎(853)1831

講　座

情報チャンネルa
▶料金の記載がないものは無料です
▶申込方法がないものは直接会場へ
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秋田県防災士養成研修

さとぴあの体験メニュー みんなの掲示板①

コミュニケーションカフェ

青少年教室

水引細工でお盆の飾り作り

NPO･市民活動団体向け勉強会

医療･介護･人生会議に関する出前講座

＊人生会議＝残された人生をどのよう
に過ごしたいのかなど、家族らと話
し合う取り組みの愛称魚と野菜のアレンジ料理教室
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◆障害者フライングディスク教室
日時▶８月３日(日)13:00～15:00
会場▶秋田県勤労身体障害者ス
ポーツセンターグラウンド(新屋)
申秋田県障害者スポーツ協会ホー
ムページから申込書をダウンロー
ドし、郵送、FAX、Eメールの
いずれかで７月31日(木)まで、
〒018ｰ1218 由利本荘市岩城亀田
大町字蔵小路79-1 秋田県障害者
フライングディスク協会
HP http://www.akita-sports.jp/lectures/
☎･FAX 0184-72-2128
ｅ
メール takano514@outlook.jp
◆あきた男厨会の料理教室(創作料理)
対象▶初参加の18歳以上
日時▶７月27日(日)13:00～16:00
会場▶中央市民SC調理室(市役所
３階)　材料費など▶3,000円
先着▶５人
申７月13日(日)まで右記
コードを読み込んで
問同会の田崎さん

☎090-5200-0623

秋田県華
道連盟｢古
流松應会｣
による生
け込みを
披露しま
す。生け込み体験も(要申込･先着
５人。初参加のかたを優先)。　
日時▶７月26日(土)13:30～15:00
(作品展示は８月１日(金)まで)
会場▶旧秋田藩主佐竹氏別邸(如斯
亭)庭園　
入園料▶310円(高校生以下無料)　
体験の申し込み▶７月７日(月)9:00
から佐竹史料館☎(863)0770

就職に向かうための自分をつく
るプログラム。対象▶働きたいと
思っていても、あと一歩が踏み出

市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者
に事前によくご確認ください。生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。

催　し

つくる･みせる･あそぶ
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あきた男厨会

如
じょ

斯
し

亭
てい

庭園 生け込みの公開

あきた若者サポートステーション｢しごと塾｣

せないおおむね15～49歳
日時▶毎週水･金曜、9 : 00～
12:00(午後からはおしゃべりや
ゲームを楽しむ自由参加のフリー
スクールも)　会場▶市内公共施設
先着▶毎月各10人
申参加希望月の前月末までにあき
た若者サポートステーション

☎(853)4367
◆７月30日(水)まで、きららと
しょかん明徳館で｢しごと塾｣の
パネル展を開催！　７月18日(金)
は、同館２階研修室で開催する｢し
ごと塾｣の見学や相談もできます。

◆秋田混声合唱定期演奏会
日時▶７月13日(日)14:00～
会場▶アトリオン音楽ホール
入場料▶1,000円(中･高校生500
円、小学生無料)
申同コンサート事務局の三浦さん

☎070-5017-1213
◆わだちマルシェ
農業と福祉の連携によって生産さ
れた農産物･加工品の販売やテー
ブルゲーム、音楽イベント。
日時▶７月19日(土)10:30～17:30
会場▶河辺総合福祉交流センター
問わだちマルシェ実行委員会

☎(882)5128
◆作家の塩野米松さんに学ぶ

｢聞き書き術｣　
インタビューや文字起こし、原稿
執筆までの実習を通じて｢聞き書
き｣の基本的な心得や技術を学び
ます。日時▶７月20日(日)10:15～

16:00、21日(月)10:00～18:00
会場▶文化創造館２階スタジオA1
参加費▶3,000円
申７月10日(木)18:00まで
右記コードを読み込むか電
話で文化創造館☎(893)6424
◆自立支援セミナー

L
レ ッ ツ

et's e
イー

スポーツ  
対戦型のインターネットゲームの
体験会。対象▶障がいのあるかた
とそのご家族など
日時▶７月21日(月)13:00～16:00
会場▶遊学舎研修室１･２　
先着▶８人
申７月11日(金)まで障がい者生活
支援センターほくと
☎(873)7804･FAX(853)4977

◆仁井田の歴史を紐
ひ も

解
と

く講演会
｢仁井田塾｣

講師は仁井田幼稚園理事長の相場
利治さん。仁井田の伝承行事｢火
振りかまくら｣と｢あきた大蕗まつ
り｣について。
日時▶７月27日(日)10:00～12:00
会場▶仁井田地区コミセン
申仁井田地区コミセン管理運営委
員会☎(839)6399
◆秋田北法人会の

｢年収の壁｣徹底対策セミナー　
会社が知っておきたい最新のポイ
ントを学びます。
日時▶７月29日(火)14:00～16:00
会場▶ユースパル(寺内)
参加費▶1,000円(同法人会員以外
は2,000円)　定員▶50人
申７月18日(金)まで秋田北法人会

☎(845)8078

みんなの掲示板②

聞き書き術

10:00～18:00日時 ７月19日(土) ▶８月24日(日)
会場 秋田駅ビル アルス地下１階

　小学生の夏休み期間に合わせて期間限定オープン！ 親子でさ
まざまな創造力を育

はぐく

み、楽しむことができる体験ブースや仕掛け

を展開。地元食材を使ったカフェやオリジナル商品の販売、
ワークショップなども♪ ぜひお越しください。

＊火曜は定休日(８月５日(火)を除く)。

問NPO法人アーツセンターあきた☎(893)5656

メール
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問大森山動物園☎(828)5508

◆サマースクール
　～夏休み１日飼育員体験
飼育体験やグループワークで動物
への理解を深めます。小･中学生
はおもに動物展示場での活動。高
校生は園外や調理室での活動も。
保護者同伴可(大人は要入園料)。
対象▶小学生～高校生　日程▶小１
～小３＝７月30日(水)、小４～高
校生＝31日(木)　時間▶10:00～
15:00　定員(抽選)▶各20人
申はがきかＥメールで、希望日、
住所、氏名(ふりがな)、学校名･学
年、電話番号を書いて、７月10
日(木)(必着)まで、〒010-1654 
浜田字潟端154 大森山動物園
ｅ
メール ro-inzo@city.akita.lg.jp

◆親と子のふれあい写生大会　
テーマは｢動物との語らい｣。画用
紙はお配りします。園内での写生
(大人は要入園料)のほか、自宅で
描くことも可能です。詳しくは市
ホームページで。 ID1046761
画用紙配布▶７月12日(土)から８
月３日(日)まで、9:00～16:00、
動物園ゲートで。７月14日(月)か
ら18日(金)まで、9:00～17:00、
秋田テレビ(八橋)正面入口で(なく
なり次第終了)
作品提出▶７月28日(月)から８月
３日(日)まで、10:00～15:00、
動物園ビジターセンター公園エリ
アへお持ちになるか郵送で

◆中央市民SC(市役所３階)が主催･会場　
２日間で湯飲みや皿などの小物を
作り、絵付けをします。
対象▶小学生と保護者　
日時▶７月22日(火)、
８月１日(金)、10:00～12:00
材料費▶600円　先着▶12人
申７月７日(月)9:00から中央市民
SC☎(888)5654
◆北部市民SCが主催･会場　
対象▶小学４～６年生
日時▶７月23日(水)9:30～12:00
材料費▶600円　先着▶16人
申７月９日(水)9:00から北部市民
SC☎(893)5969
◆西部市民SCが主催
お茶わん型、小鉢型のどちらかを
選択。西部市民SCに集合し、バ
スで会場の｢いやしろち｣(雄和)へ
移動します。
対象▶小学生の親子
日時▶７月24日(木)9:20～12:30　
材料費▶１人1,700円　先着▶８組
申７月８日(火)9:00から西部市民
SC☎(828)4217

弥生土器を作り、弥生時代の生活
を体験します。土器は後日、野焼
き(焼成)して完成させます。
対象▶小･中学生　日時▶７月26日
(土)、9:30～11:30、13:00～
15:00　会場▶弥生っこ村(御所
野)　先着▶各10人
申７月７日(月)8:30から
右記コードを読み込むか
電話で文化振興課☎(888)5607

１なんぴあ子ども体験教室
①和紙で風鈴作り、②切り絵教室
のいずれか。対象▶小学生と保護
者　日程▶①は７月27日(日)、②
は８月３日(日)、10:00～12:00　
会場▶南部市民SC別館　材料費
(①のみ)▶1,000円　先着▶各10組
申７月７日(月)9:00から南部市民
SC別館☎(853)5735

２夏休み工作教室
木の実や貝殻で作品を作ります。
対象▶小学生(小３以下は保護者同
伴)　日時▶７月30日(水)10:00～
11:30　会場▶西部市民SC
材料費▶１人200円　先着▶15人　　
申７月８日(火)9:00から西部市民
SC☎(828)4217

３切り紙でデザインする
　マイバッグづくり講座
切り紙を布バッグに置き、切り抜
いた部分に筆で染色します。
対象▶小学生と保護者　
日程と会場▶①７月29日(火)＝き
ららとしょかん土崎図書館、②７
月30日(水)＝きららとしょかん新
屋図書館、③７月31日(木)＝きら
らとしょかん明徳館河辺分館、④
８月５日(火)＝きららとしょかん
雄和図書館、⑤８月７日(木)＝き
ららとしょかん明徳館　
時間▶10:00～12:00　先着▶①
④＝７組、②③＝５組、⑤＝10組　
申７月７日(月)8:30から環境都市
推進課☎(888)5708

４飛び出すカードを作ってみよう！
講師は造形作家の古川孝子さん。
ポップアップカードを作ります。 
対象▶小学生の親子
日時▶８月16日(土)13:30～15:30　
会場▶赤れんが郷土館３階研修室　
材料費▶１セット600円　
定員(抽選)▶８組　
申期間は７月７日(月)から17日(木)
まで。申込方法など詳しくは、市
ホームページをご覧ください。

ID1042056
問赤れんが郷土館☎(864)6851

１環境教室｢みなとの学習会｣
海の環境や安全について学び、停
泊中の巡視船内を見学します。　
対象▶小学４年～中学生と保護者　
日時▶７月30日(水)10:00～12:00
会場▶セリオンプラザほか
定員(抽選)▶30人
申７月７日(月)から10日(木)まで

情報チャンネルa
▶料金の記載がないものは無料です　
▶申込方法がないものは直接会場へ
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右記コードを読み込む
か電話で環境総務課

☎(888)5705

２夏休み親子水めぐりの旅
川の水がどのように飲み水に
なるのか、使った水をどのよ

うにきれいにするのかなどについ
て、施設見学や体験をしながら学
びます。上下水道局(川尻)に集合
しバスで移動します。
対象▶小学３～６年生の親子　
日時▶７月26日(土)9:00～15:00
会場▶仁井田浄水場、秋田臨海処
理センターなど　定員(抽選)▶10組
申期限は７月11日(金)12:00。申込
方法など詳しくは、市ホームペー
ジをご覧ください。 ID1046837　
問上下水道局総務課☎(823)8434

１親子自然体験教室
市役所に集合し、バスで移動しま
す。対象▶小学生と保護者
日時▶７月31日(木)8:40～15:40
会場▶にかほ市の元

もとたき

滝伏
ふく

流
りゅう

水
すい

、
九
く

十
じゅう

九
く

島
しま

など　先着▶20人　
申７月９日(水)9:00から中央市民
SC☎(888)5654

２わくわく家族講座☆
　シーカヤックに挑戦
北部市民SCに集合し、
バスで移動します。
対象▶小学３年生以上と保護者　
日時▶７月31日(木)9:00～15:40　
会場▶八峰町のあきた白神体験セ
ンター、中浜海岸　参加費▶１人
1,000円　先着▶10組
申７月７日(月)9:00から北部市民
SC☎(893)5969

｢ハチ公物語｣｢ふしぎ駄菓子屋銭
天堂｣ほか。 　
日時▶８月２日(土)10:30～11:50
会場▶河辺総合福祉交流センター
先着▶50人
申７月15日(火)10:00から視聴覚
ライブラリー☎(882)5535

１親子でしょっけん(食検)見学
豚がお肉になる工程を学びます。
実際に豚の内臓に触れたり、簡単
な検査体験もあります。
対象▶小学４～６年生と保護者
日時▶７月24日(木)10:00～12:00　
会場▶食肉衛生検査所(河辺)
先着▶６組
申７月７日(月)9:00から
同検査所☎(882)2395

２図書館で本の整理をやってみよう！
書架整理の基本、本の分類や並べ
方を体験しよう。ボランティア実
践者へのインタビューも。
対象▶小学４～６年生
日時▶７月27日(日)10:00～12:00
会場▶きららとしょかん
明徳館　先着▶15人
申７月５日(土)9:00から
市民交流サロン☎(887)5312

◆親子で縄文体験講座　
火起こしや弓矢体験など。　対象▶
小･中学生と保護者　日時▶７月
29日(火)10:00～12:00　会場▶さ
とぴあ(上新城)　定員(抽選)▶15人
申７月17日(木)までさとぴあ

☎(893)3412

◆中央シルバーエリアの親子体験教室
対象は小学生の親子。いずれも７
月27日(日)、中央シルバーエリア
(御所野)で。
申７月４日(金)から同エリア

☎(829)2151　
①ミニ四駆製作
時間▶9:30～12:30
参加費▶１組1,400円　先着▶24組
②陶芸
時間▶10:00～12:00、13:30
～15:30　参加費▶１人1,500円　
先着▶各12組

◆わくわく体験テニス♪ PLAY＆STAY
対象▶小学１～５年生(４･５年は
初心者)と保護者

日時▶８月２日(土)11:00～12:45
会場▶北野田公園アリーナ(河辺)
参加費▶１組1,000円(子ども１人
追加ごとに500円)　
申７月19日(土)まで下記ホーム
ページから
HPhttps://akitaｰtennis.com/altf/
問日本女子テニス連盟秋田県支部
の信田さん☎090-5834-9668

◆夏休み子ども手話教室　
対象▶小学生(保護者同伴可)　
日時▶８月９日(土)10:30～12:00
会場▶県心身障害者総合福祉セン
ター(旭北)　定員(抽選)▶25人　
申電話かEメールで７月13日(日)
まで秋田市手話研究会の富樫さん

☎070-6559-6716
ｅ
メール togashi19730730@gmail.com

◆夏休み裁判所見学会
模擬裁判や法服の試着なども。
対象と日時▶①小学５･６年生と
保護者＝７月29日(火)、10:00～
12:00、13:30～15:30　②中･
高校生(保護者同伴可)＝７月30日
(水)10:00～12:00　
会場▶秋田地方･家庭裁判所(山王)　
先着▶①各10組、②15組
申７月７日(月)から。申込方法は
ホームページをご覧ください。
HPhttp://www.courts.go.jp/akita/
問秋田地方･家庭裁判所総務課

☎(803)0181

◆北前船子どもオンラインセミナー
江戸時代から明治時代にかけて、
各地の港で積荷を売り買いしなが
ら日本海を往来した北前船。その
秘密や寄港地とのつながりをクイ
ズなどを通して楽しく学びます。
全国の参加者とつながるオンライ
ン交流会も。
対象▶小学５･６年生
日時▶７月31日(木)9:30～11:30　
申７月28日(月)まで下記コードを
読み込んで
問北前船日本遺産推進協
議会事務局
☎070-4873-9597

自然の中で体験しよう

市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者
に事前によくご確認ください。生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。

→

まだまだあるよ！ 学びと体験

夏休み子ども映写会

市の施設でドキドキ体験

北
前
船
セ
ミ
ナ
ー

→

み
な
と
の
学
習
会



■プロも使用する動画コンテ
ンツ作成ツールに触れてみ
よう！
■CGソフトで立体造形を作
り、3Dアニメやゲームの
一場面のような躍動感のあ
る動画を作成しよう！

　秋田城跡を代表する遺構｢古代水洗厠舎(トイ
レ)｣(上の写真)を中心に、秋田県内で調査された
さまざまな時代のトイレを紹介します。

会場 秋田城跡歴史資料館

会期 ７月19日(土)▶８月24日(日)

秋
田
公
立

美
術
大
学
の

プ
チ
情
報
コ
ー
ナ
ー

会期 ７月19日(土)▶９月 ７日(日)

　世界各地の現代アート作品約100点を、県立美
術館と千秋美術館の２会場で展示します。

　問千秋美術館☎(836)7860

前売券販売所▶千秋美術館、さきがけニュースカフェ、カフェ
光風(県立美術館２階)、県庁地下売店、ローソンチケット(L
コード:21831)、セブンチケット(セブンコード:110-069)

前売券
料金

1,200円
(大学生800円)

＊高校生以下は無料です。
＊２館共通観覧料となります。

日時▶７月19日(土)14:00～15:30
会場▶千秋美術館３階講堂

しったげおもしえ。
コレクション裏

う ら

話
ばなし

っこ

日時 ８月11日(月)
13:00～16:30

対象 中学生･高校生

ミュージックビデオや映
画、ゲームなどクリエーティ
ブな現場で使われるツールを
体験しよう。

秋田公立美術大学会場

申７月９日(水)9:00から
　上記コードを読み込んで
問美大事務局企画課

☎(888)8478

科学講座(美大コース)

問秋田城跡歴史資料館へ☎(845)1837

ギャラリートーク▶７月26日(土)11:00～11:30

入館料 310円(高校生以下無料)

タグチアートコレクション共同代表の田口美
和さんとアートアドバイザーの塩原将志さんに
よる対談。

対象▶小学３～６年生
日時▶７月25日(金)14:00～15:30
会場▶県立美術館展示室、千秋美術館展示室

小学生鑑賞ツアー
カードゲームでおしゃべりしよう

　古代の城柵である秋田城跡で、発掘調査を体験
してみませんか。参加無料。申し込みは、７月７
日(月)から秋田城跡歴史資料館へ。☎(845)1837

史跡秋田城跡発掘調査体験
対象 小·中学生
日時 ７月19日(土)10:00～12:00

｢

技
術｣

と｢

表
現｣

の

新
し
い
可
能
性
を
体
験
す
る

あきたサイエンスクラブ科学講座(美大コース)

受講無料
先着15人

関連イベント申込

対象▶中学生･高校生
日時▶７月20日(日)10:00～12:00
会場▶文化創造館１階コミュニティスペース

★出品作家による夏休みアートワークショップ

みどりって何色？ 自分の緑を作って描こう！

坂本和也(画家)「私のみどり｣

対象▶小学３年生以上
日時▶７月25日(金)10:30～12:30
会場▶県立美術館レクチャールーム

　頭の中で考えたことを作品にしてみよう！

澤田知子(写真家)「私は、だあれ？｣

関連イベントいろいろ♪

対談

　 ～　 の申し込みは７月５日(土)10:00から
右記コードを読み込んで。イベントの詳しい
内容もご覧いただけます。

参加無料
先着10人

参加無料
先着70人

先着10人

材料費
500円
先着20人

材料費
500円
先着15人

申７月７日(月)9:30から千秋美術館☎(836)7860

２

１

1

３

３
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　カンボジアの社会問題、民
主化運動などを取材してきた

秋田市出身のフォトジャーナ
リスト･高橋智史さんが、現
地で撮影した写真を用いて講
演します。

問企画調整課☎(888)5464

12日=土崎みなと歴史伝承館
13日=中央市民SC洋室４(市役所３階)

　長崎の原爆被爆者、土崎空襲体験者のお話
を直接聞くことができる貴重な機会です。土
崎空襲に関する映像の上映や長崎原爆･土崎
空襲の写真パネル展示も行います。

被爆証言講話会

申７月10日(木)10:00から
　　きららとしょかん土崎図書館☎(845)0572

８月２日(土)13:30～15:00日時

　｢はまなすはみた｣｢ビルマの竪琴｣などを朗
読します。朗読を通して土崎空襲の記憶や戦
争の悲惨さに触れ、平和について考えます。

“戦後80年 はまなすはみていたのです”

土崎みなと歴史伝承館会場

国際平和講演会

フォトジャーナリスト
高橋智史さん

８月17日(日)13:00～15:00
ミルハス 大ホール

日時

会場

　秋田吹奏楽団、聖霊
高校ハンドベル部、土
崎港ばやし保存会が共
演。絵本｢新はまなすはみた－語りつぐ土崎空襲－｣を
基に作曲された｢交響組曲『秋田』はまなすの章｣を、
土崎空襲体験者の語りとともに演奏します。

戦後80年
平和祈念行事

　市内の小･中学生の作品を展示します。

関
連
イ
ベ
ン
ト

８月16日(土)▶20日(水) ミルハス創作室

国際平和写真展
高橋智史写真展｢闘いと願い｣
　高橋さんがカンボジアなどで撮影した写真
のパネル約30点を展示します。

国際平和絵画コンクール応募作品展

©Satoshi Takahashi

問戦後80年秋田市平和祈念行事
実行委員会事務局(企画調整課内)

☎(888)5464

入場無料
講演と

コンサートは
要申込

　 ７月22日(火)(必着)まで往復はがきまたは下
のコードを読み込んで、参加希望人数(１件の申
し込みで４人まで)、代表者の住所、氏名(フリガ
ナ)、生年月日、電話番号をお知らせください。

平
和
祈
念
行
事

申

日時

会場

７月12日(土)･13日(日)、9:30～12:00

当日先着各80人

朗読ボランティアはまなす

対象は中学生以上、先着50人

人の願いを見つめて
カンボジア取材の20年間

　終戦から80年の節目を迎えるこの夏。戦争を体験
したかたがたの貴重な経験に触れ、平和や生命につ
いて、あらためて考えてみませんか

国際平和祈念
コンサート

昨年のコンサート

＊優秀作品は８月17日の平和祈念行事で表彰します。

〒011-0951 土崎港相染町字中谷地
67-1　戦後80年秋田市平和祈念行事
実行委員会事務局 秋田ステージ担当



　ガラスの材料や性質を学び、熱したガ
ラスにスタンプを押してペーパーウエイ
トを作ります。アルヴェの自然科学学習
館に集合してバスで移動(現地集合可)。

申７月８日(火)から13日(日)まで、
右記コードを読み込むか、電話で
自然科学学習館へ。☎(887)5330

◆定員(抽選)各回10人◆材料費1,100円

日時 ７月24日(木)･25日(金) 
①10:00〜11:15、②13:30〜14:45

対象 小学生
(小３以下は保護者同伴)

ガラスの科学

日時 ７月11日(金)▶21日(月)
 9:00〜16:00 ＊15日(火)は休館。

　県内外で活躍する21組の作家が手がける個性的
なガラスアクセサリー約500点を展示･販売しま
す。今年のお気に入りを探してみませんか？ 

問新屋ガラス工房
☎(853)4201

ポ
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会場は会場は
いずれもいずれも

新屋ガラス工房新屋ガラス工房
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自然科学学習館
科学つめあわせ便④｢ガラスの科学｣

直接
会場へ

入場
無料




